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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和2年10月15日(2020.10.15)

【公開番号】特開2018-81906(P2018-81906A)
【公開日】平成30年5月24日(2018.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2018-019
【出願番号】特願2017-159647(P2017-159647)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｒ  11/01     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/18     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｒ  43/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｒ   11/01     ５０１Ａ
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/18     　　　Ｊ
   Ｂ３２Ｂ   27/20     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｒ   11/01     ５０１Ｄ
   Ｈ０１Ｒ   11/01     ５０１Ｅ
   Ｈ０１Ｒ   43/02     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｊ    5/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月21日(2020.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　上述したフィラーの露出部分の周りの樹脂層２の傾斜２ｂ（図１Ｂ）や、フィラーの直
上の樹脂層の起伏２ｃ（図６）の効果を得られ易くする点から傾斜２ｂの最大深さＬｅと
フィラー１の粒子径Ｄとの比（Ｌｅ／Ｄ）は、好ましくは５０％未満、より好ましくは３
０％未満、さらに好ましくは２０～２５％であり、傾斜２ｂや起伏２ｃの最大径Ｌｄとフ
ィラー１の粒子径Ｄとの比（Ｌｄ／Ｄ）は、好ましくは１００％以上、より好ましくは１
００～１５０％であり、起伏２ｃの最大深さＬｆとフィラー１の粒子径Ｄとの比（Ｌｆ／
Ｄ）は、０より大きく、好ましくは１０％未満、より好ましくは５％以下である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　なお、傾斜２ｂ又は起伏２ｃにおけるフィラー１の露出（直上）部分の径Ｌｃは、フィ
ラー１の粒子径Ｄ以下とすることができ、好ましくは粒子径Ｄの１０～９０％である。ま
た、フィラー１の頂部の１点で露出するようにしてもよく、粒子径Ｄが樹脂層２内に完全
に埋まり、径Ｌｃがゼロとなるようにしてもよい。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　１　　フィラー（導電粒子）
　２　　樹脂層（絶縁性樹脂層）
  ２ｂ　凹み（傾斜）
　２ｃ　凹み（起伏)
　３　　フィラー分散層（導電粒子分散層）
　４　　第２の樹脂層
１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃ、１０Ｄ、１０Ｅ、１０Ｆ、１０Ｇ、１０Ｈ、１０Ｉ　フィラー
含有フィルム（その一態様である異方性導電フィルム）
　Ｌａ　樹脂層の層厚
　Ｌｂ　隣接するフィラー間の中央部における接平面とフィラーの最深部との距離
　Ｌｃ　傾斜又は起伏におけるフィラーの露出（直上）部分の径
　Ｌｄ　フィラーの周り又は直上の樹脂層の傾斜又は起伏の最大径
　Ｌｅ　フィラーの周りの樹脂層における傾斜の最大深さ
　Ｌｆ　フィラーの直上の樹脂層における起伏の最大深さ
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１Ｂ
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１Ｂ】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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